
　資料 2-1　

普及活動の報告について 

 

【栃木市総合防災訓練】 

　1）日時等 

・令和 7 年 10 月 4 日（土）　8 時 30 分から 11 時 30 分まで 

・藤岡渡良瀬運動公園 

 

　2）活動内容（展示ブース） 

・パネル展示 

⇒上下水道局の取り組み（管路の耐震化、人工衛星を活用した漏水調査） 

　災害への備え、能登半島地震での応急給水活動など 

・防災グッズ展示及び体験（給水袋を使用） 

　　・節水啓発、アンケートの実施（結果は、別添資料を参照） 

 

　3）活動内容（水道管応急復旧訓練） 

　　・栃木市公認管工事業協同組合と水道建設課職員による漏水した水道管の 

応急復旧訓練 

 

　4）当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

【展示ブース】　　　　　　　　　【給水袋の体験、普及活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訓練に参加した給水車】　　　　　　　　　【応急復旧訓練】



上下水道局アンケート結果（Ｒ７．１０．４　栃木市総合防災訓練） 

回答数：３８ 

 

問１　上下水道局の展示内容はわかりやすかったですか？ 

 

 

 

 

 

問２　上下水道局の展示で印象に残った内容はなんですか？（３つまで選択） 

 

 

問３　展示を見て、新しく知ったことはありましたか？ 

 

＜記載欄＞ 

ž塩ビ管と耐震管（配水用ポリエチレン管の長寿命性 

の違いが分かった） 

ž耐震管と非耐震管の違い 

ž耐震管 

ž給水管の種類 

 回答数

 とてもわかりやすい ２７

 わかりやすい １０

 ふつう １

 わかりにくい ０

 合計 ３８

 回答数

 あった ３１

 なかった ２

 合計 ３３



ž３割が漏水していること 

ž水道管の耐震化 

žポリエチレン管と塩化ビニル管の違い 

ž６ℓの給水袋 

ž水道管が塩ビ管からポリエチレン管に変わ

っていること 

žリュック型の給水袋 

žＡＩを使っている（活用している） 

žポリエチレン管 

ž水道管 

ž塩ビ管とポリエチレン管の違い 

ž水道管の耐震化 

ž給水袋 

ž給水管の進化 

ž耐震管の接続方法 

ž６ℓ非常用飲料水、背負えるのがよいと思い

ました 

ž背負えるタイプの給水袋 

žポリエチレン管 

ž飲料水の６ℓを背負ったこと 

ž６ℓ、ランドセルと一緒 

ž耐震管 

ž広報紙があること 

ž全部 

ž耐震化がまだまだだということ 

 

問４　展示を見て、災害に備える意識は高まりましたか？ 

 

 

 

 

 

 

問５　あなたは上下水道局広報紙「ＭｉｚＵ」を読んだことがありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回答数

 とても高まった １６

 高まった ２１

 変わらない ０

 合計 ３７

 回答数

 毎回読んでいる １０

 興味のある記事あれば １０

 読んだことがない １７

 合計 ３７



問６　あなたが上下水道局広報紙「ＭｉｚＵ」に掲載してほしいと思う情報は？（３つまで選択） 

 

 

問７　栃木市水道事業・下水道事業への満足度を教えてください。 

＜水道事業＞ 

 

 

 

＜下水道事業＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 回答数

 良い １２

 やや良い １３

 ふつう ８

 やや悪い １

 悪い １

 合計 ３５

 回答数

 良い １２

 やや良い ７

 ふつう １４

 やや悪い ０

 悪い １

 合計 ３４



自由記載欄 

ž今後災害が発生した時、水道を供給できるように、管の耐震化事業を進めてほしい。 

ž漏水発見の連絡をしたが、その後、いつ工事するかなどの対応についての連絡がなかった。（工

事は行われていた）（ＯＢより） 

ž楽しかった！ 

ž大変ためになりました。 

ž非常用飲料水（６ℓ）購入を自治会で検討したいと思いました。 

 

その他口頭で言われたこと 

ž災害で水道の供給ができなくなったときに備えて、飲料水としての利用は難しいかもしれない

が生活用水として農業用水を活用できないかと考えている。農家などと協定を結んで農業用水

を利用することも検討してほしい。 

ž展示を見て、自治会で給水袋を備えることも検討したいと思うが、給水袋はどこで買えるのか。

一般人の購入が難しいのであれば、市で各自治会に希望を取り、市が代わりに一括で購入する

などの対応も検討してほしい。（購入費用は自治会負担） 

 

  
 

 


